
男⼥共同参画のキホン
― 防災編―

近年、豪⾬や地震など、甚⼤な被害をもたらす災害
が各地で発⽣しています。
すぐそこにある「もしも」に対応するために必要な
男⼥共同参画の視点について考えます。

写真提供：（⼀財）消防防災科学センター
「災害写真データベース」

阪神・淡路⼤震災

令和2年7⽉豪⾬

こういう場所で安⼼して過ごせますか？
 プライバシ―を守れる間仕切りがない。
夜、安⼼して眠れない。

 物資担当者が男性なので、⽣理⽤品などが
受け取りづらい。

 下着の配布があっても、サイズが少なく、
⾃分の体形に合うものがない。

 仮設トイレが男⼥別になっていない。居室
から離れていて、照明もなく、夜は真っ暗。
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参考：内閣府男⼥共同参画局「男⼥共同参画の視点による震災対応状況調査」(H24.7)

もしあなたが被災⼥性だったら…

男性が⾒落としがちなニーズもあります。
 安⼼して授乳や着替えをしたい。下着など
の洗濯物を⼲すための場所がほしい。

 ⽣理以外にも、おりものや尿漏れを吸収す
るシートが必要。

 年齢に関わらず、薄着の季節は胸のライン
を隠すためにブラジャーがほしい。

 暗い・⼈⽬がないところは性犯罪が怖い。

2

避難所で⼥性が望むことって？

参考：内閣府男⼥共同参画局「「災害対応⼒を強化する⼥性の視点」実践的学習
プログラム」（R3.5）

これまでの災害では、⼥性特有のニーズ
があっても、避難所の運営は男性中⼼で、
責任者も男性であることが多かったため、
「要望や意⾒を⾔うと、肩⾝が狭くなる
のでは…」との不安から、⼥性は⾔い出
すことが難しい現実がありました。
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参考：内閣府男⼥共同参画局「男⼥共同参画の視点による震災対応状況調査」(H24.7)
写真提供：（⼀財）消防防災科学センター「災害写真データベース」

あの時、伝えられなかった「声」

平常時から防災会議などの「意思決定の
場」に⼥性が参加して、意⾒を出すこと
が⼤切です。
男⼥共同参画の視点を⼊れることで、さ
まざまなニーズに対応できます。
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出典：内閣府男⼥共同参画局「「災害対応⼒を強化する⼥性の視点」実践的学習
プログラム」(R3.5)

⼥性が抱える困難を減らすには?

男 ⼥

◯ ×

意思決定の重要な場である「防災会議」
の委員や、地域の防災に深く関わってい
る消防団に占める⼥性の割合は、とても
少ないのが現状です。
特に市町村では、防災会議に⼥性委員が
全くいないところもあります。
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出典：内閣府男⼥共同参画局「⼥性の政策・⽅針決定への参画状況の推移(統括表)」
(R5.6)

意思決定の場に⼥性はまだ少ない

10.3%19.2%

3.5%

消防団

都道府県防災会議 市町村防災会議

女性の割合

ウィルあいち情報ライブラリー啓発パネル
「男女共同参画のキホンー防災編－」 2023年

※無断転載・再配布禁止 1



⼥性の⼒を防災で役⽴てるには

防災の備えや知識は、誰にとっても必要
です。それぞれの⽴場で、まずはできる
ことからやってみませんか？
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参考：内閣府男⼥共同参画局「⼥性が⼒を発揮するこれからの地域防災」(R4.3)

被災地⽀援
ボランティア

に
参加する

地域の
防災計画や
避難所マップ

を
確認する

防災の
意⾒募集や
アンケート

に
答える

地域の
防災イベント

に
参加する

⾃治体の
防災研修

に
参加する

⾃治会
や町内会

で
意⾒を⾔う

気づいた“今”から⾏動を！

⼥性と男性がともに防災・復興に参画し、
協⼒することで、災害に強い社会がつく
られます。
あなたのまちの防災計画では、備蓄品や
避難所運営はどうなっていますか？
「こうしたらいいのに」と思うようなこ
とが、あるかもしれません。
気づいたことがあったら、⾏動を起こし
ましょう。
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出典：内閣府男⼥共同参画局「「災害対応⼒を強化する⼥性の視点」実践的学習
プログラム」(R3.5)
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